
　作業場面での意思決定は短時間で行われることが多いで
すが，短時間で行う直感的な意思決定は，非合理的になり
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た二種類の意思決定課題を開発しました。課題はパソコン
上の作業に取り組むもので，簡単に実施することが可能
です。さらに，これらの課題実施中の脳活動をfunctional 
magnetic resonance imaging（fMRI）にて測定し，意思決
定の課題として適切であることを明らかにしました。

図　意思決定課題と実施中の脳機能画像例

やすい（偏りやすい）ことが知られています。
これを改善するためには，まず意思決定には
偏りやすい傾向があることを，教育担当者や
意思決定の実施者自身が把握し，自覚する必
要があります。
　そこで，個々人の意思決定の偏りの傾向を
知ることができる，鉄道作業現場の実態を
反映した意思決定作業課題を開発しました。
278件の判断ミス事例から，判断ミスが発生
しやすい「作業場面」と「心理傾向」に対応し
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「コ」「ウ」「テ」「ツ」のいずれか
 の文字が複数あるかをチェック

５問のチェック後、
確認をするか
しないかを判断

確認すると課題
の数が２問追加

確認しない場合、ミス
なしなら課題追加なし、
ミスありなら10問追加

島皮質が活性化
15名分の平均データ


